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中国の楽器というと、二胡や琵琶をイメージしますが、金亜軍さんが演奏するのは揚

琴。3月26日『Kissポート スタッフ企画コンサート』で演奏される金さんにお話を伺いまし

た。

――揚琴揚琴揚琴揚琴というというというという楽楽楽楽器器器器はははは珍珍珍珍しいですねしいですねしいですねしいですね。。。。

日本ではまだあまり見かけないと思いますが、お琴にも似た優しい音色で、哀愁漂う旋

律から陽気な表現まで多彩な演奏ができる、なんともいえない魅力のある楽器なんです

よ。

今から四百年前にシルクロードを経てヨーロッパから中国にやってきたダルシマーという

楽器に、ツィンバロムやチターが合体したもので、150本もの弦を直接バチで叩いて演奏

します。 

構造や奏法だけでなく、表記も時代とともに変化してきました。西洋からきた当初は“洋

琴”でしたが、素材が木であることから木へんの“楊琴”となり、今は演奏者が両手にバ

チを持って奏でるスタイルから手へんの＂揚琴〟と書きます。

――どのようなどのようなどのようなどのような演奏演奏演奏演奏スタイルスタイルスタイルスタイルですかですかですかですか。。。。

リズム楽器として、メロディは他の楽器にまかせることが多く、中国では、ほとんど伴奏

を担当します。 

バチを持った手を振って叩くことから、中国民族楽器の楽団では、指揮者の役割をする

こともあります。

しかし、日本でオーケストラと共演して実感したのですが、揚琴の音色は、他の楽器に

混ざっても負けない特別な存在感があるんです。そうした揚琴本来の魅力を発揮するた

め、ソロの演奏（独奏）をはじめました。 

揚琴のための楽曲が少ないのがネックですが、レパートリーを増やし、歌心をもった演

奏を心がけています。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

1962年中国上海市生まれ。 

7歳より揚琴の世界に入る。 

1990年来日以後、日本を拠点に活

動を続ける。伝統的な揚琴の演奏

スタイルの枠を越え、さまざまなジ

ャンルの音楽とのセッションを積極

的に行い、揚琴の可能性を追求し

ている。2011年は、来日20周年記

念コンサートの開催やCDを発売。



――日本日本日本日本にいらしてにいらしてにいらしてにいらして20周年周年周年周年なんですねなんですねなんですねなんですね。。。。

1990年暮れに来日したのですが、美空ひばりさんが亡くなった翌年で、街中に「川の流

れのように」や「リンゴ追分」などが流れていたんです。日本は本当に音楽や歌手を大切

にしていると感動しました。 

そうした名曲を揚琴で演奏してみるとフレーズも美しく、日本での音楽の印象がすごく良

くて、日本で演奏を続けて、あっという間に20年たちましたね。

7～8年前からは、私の揚琴を見た日本の楽器メーカーと協力して、音の配列や構造に

こだわった揚琴の開発に関わり、中国メーカーから正規輸入販売されるようになりまし

た。大好きな揚琴を知ってもらうために、日本各地でコンサートも続けています。

――Kissポートポートポートポート スタッフスタッフスタッフスタッフ企企企企画画画画コンサートコンサートコンサートコンサートではではではでは、、、、どんなどんなどんなどんな曲曲曲曲をををを演奏演奏演奏演奏されるのですかされるのですかされるのですかされるのですか？？？？

Kissポートのキスから連想した「恋」がテーマです。 

演奏予定の「蘇州夜曲」は日本人作曲の中国曲で、情感のこもった素晴らしい曲です

し、「彩雲追月」は中国曲ですが、高峰三枝子さんが歌った「南の花嫁さん」として、ご存

知の方も多いでしょう。 

共演のジャズピアニスト・青木弘武さんとは10年以上前、「さくら」を編曲した「桜花変奏

曲」でセッションしたのがきっかけのおつきあいです。 

高輪ホールは音の響きも良く、素晴らしい環境です。ぜひ、この機会に揚琴の魅力と音

色に親しんでいただければと願っています。
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